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平成26年４月１日採用の精華　町職員を追加募集します【注１】。
一般事務職・土木　技術職・保育士

応募資格
▶一般事務職
　◆昭和61年４月２日～平成８年４月１日の出生者
　◆�高等学校卒業（見込みを含む）以上または同等の学歴資格を持
つ者

▶土木技術職
　◆昭和58年４月２日～平成８年４月１日の出生者
　◆�大学・高等専門学校・短期大学・高等学校・専修学校・各種
学校の土木課程修了（見込みを含む）、または同等の学歴資格
を持つ者

▶保育士
　◆昭和63年４月２日～平成６年４月１日の出生者
　◆�児童福祉法により保育士に登録されている者（見込みを含む）
▶全職種共通
　地方公務員法第16条に該当しない者【注２】

申し込み
▶申込期間
　１月７日（火）～ 15日（水）の平日
　受付時間：午前８時30分～午後５時
▶申込方法　
　必要書類を直接、次のところへ（郵送可・15日必着）。
　�〒619−0285　京都府相楽郡精華町南稲八妻北尻70番地
　精華町役場�総務部�総務課�人事係
　◆必要書類【注３】
　　・町備え付けの申込書（申込書①・申込書②）
　　・履歴書（町備え付けのもの、または学校指定のもの）
　　・最終学業証明書（成績証明書）【注４・５】
　　・最終卒業証明書または見込書【注５】
　　・�受験票送付用封筒（長形３号・封筒には送付先を記入し、

240円分の切手を貼付すること）
　　※�保育士は、保育士証、または保育士資格証明書の写し、保

育士資格取得見込証明書【注５】も必要です。

採用試験
▶第１次試験
　◆日　時　１月26日（日）
　　　　　　�受付：午前８時30分～８時45分・試験：午前９時

から
　◆場　所　�受験票を郵送する際に通知（保育士の実技試験は別

の場所）
　◆内　容　�一般事務職：学歴に応じた教養試験（大学卒・短大

卒・高校卒）・適性検査
　　　　　　�土木技術職：学歴に応じた教養試験（大学卒・短大

卒・高校卒）・学歴に応じた専門試験（大学卒・高校
卒）（短大卒は高校卒と同じ）・適性検査　　

　　　　　　�保育士：教養試験（短大卒相当）・専門試験（保育士）・
適性検査・絵本読み聞かせ実技・ピアノ実技（課題
曲：弾き語り、自由曲１曲：バイエル75番以上）

　　　　　　※課題曲は当日発表します。
　　　　　　※�いずれの職種も各学校を卒業または卒業見込みで

ある者が、別の学校の卒業資格で受験することは
できません〔例：大学卒（見込み）者の、短大卒や
高校卒としての受験〕。

　　　　　　※�第２次試験の日時・場所などは、第１次試験合格
者に通知します。試験内容は面接の予定です。

採用条件
▶勤務場所
　原則として次の通りです。
　�一般事務職・土木技術職：町役場、上下水道事務所、人権セン
ターなど
　保育士：ほうその・こまだ・いけたに保育所
▶初任給
　�高校卒14万9800円・短大卒16万1600円・大学卒17万8800
円（変更の場合あり）
※このほかの採用条件も町条例に基づきます。

そのほか
・�土木技術職・保育士の試験は午後の時間帯も行うので、昼食・
湯茶を持参すること（一般事務職は午後０時30分終了予定）。
・�試験会場へは公共交通機関を利用すること。
・�申込期限の間際は混雑するので、早めに申し込むこと。
【注１】採用人数は若干名。過去２年の採用は、24年度が一般事務職７
人、土木技術職１人、25年度が一般事務職３人、土木技術職１人、保育
士３人です。
【注２】成年被後見人または被保佐人（法改正の経過措置による準禁治産
者を含む）・禁錮

こ
以上の刑に処せられその執行を終わるまで、またはそ

の執行を受けることがなくなるまでの者・精華町で懲戒免職の処分を受
け、その処分の日から２年を経過しない者・日本国憲法施行の日以後、
同憲法やその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党な
どの団体を結成またはその団体に加入した者。
【注３】書類は返却できません。また、不足・不備がある場合は受け付け
できません。
【注４】４年制大学を中退した（見込者を含む）場合で、大学に２年以上在
籍し62単位以上取得した者は、短大卒業と同等の資格を持つものと見な
します。この場合、中退した４年制大学での成績証明書を用意してくだ
さい。最終学歴が高校卒業となる者のうち、高校を卒業して５年を経過
する者は、成績証明書の提出は不要です。
【注５】25年４月以降発行の原本が必要です。

○問い合わせ
　総務課�人事係（4�95−1910）
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★�

京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
に
は
不

妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

（
4
０
７
５

−

２
５
３

−

６
１
８
０
）

町
や
京
都
府
で
は
、
不
妊
治
療
や
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
の
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ
せ
る
か
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
妊
治
療

費
用
の
一
部
助
成

風
疹
予
防
接
種
で
助
成

３
月
末
ま
で　

胎
児
の
感
染
防
止
へ

　
町
で
は
、
保
険
適
用
の
治
療
と
人
工
授
精
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

京
都
府
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
民
登
録

し
て
い
る
夫
婦
（
事
実
婚
を
含
む
）
で
、
各

種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　

�

※�

人
工
授
精
の
治
療
費
を
申
請
す
る
場
合
は

婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

と
な
り
ま
す
。

▼
助
成
額

　

�

不
妊
治
療
に
要
す
る
被
保
険
者
負
担
額
の
２

分
の
１
（
限
度
額
あ
り
）

▼
申
請
方
法

　
�

診
療
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
書
・
医
療
機

関
証
明
書
・
請
求
書
を
直
接
、
左
記
の
と
こ

ろ
へ
。

　
※�
必
要
書
類
は
左
記
の
と
こ
ろ
に
置
い
て
い

る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
５
）

　
町
で
は
３
月
31
日
㈪
ま
で
、
風
疹
の
予
防
接

種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。　

　
昨
春
以
降
、
例
年
よ
り
多
く
発
生
し
て
い
る

風
疹
。
妊
娠
初
期
の
女
性
が
感
染
す
る
と
、
胎

児
が
難
聴
や
心
疾
患
、
白
内
障
な
ど
の
先
天
性

風
疹
症
候
群
に
か
か
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
助
成
額
は
接
種
費
用
の
３
分
の
２
。
１
０
０

円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
ま
す
。
助
成
は
１

人
１
回
。
接
種
前
１
カ
月
と
接
種
後
２
カ
月
は

避
妊
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

　

京
都
府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
が
対
象
で
、
対
象
者
は
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
卵
子
採
取
に
至
ら
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
。

・�

京
都
府
内
（
京
都
市
以
外
）
に
住
民
登
録
し

て
い
る
。

・
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
。

・
指
定
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。

・�

特
定
不
妊
治
療
が
必
要
と
医
師
に
診
断
さ
れ

て
い
る
。

・�

夫
婦
の
前
年
所
得
合
計
が
７
３
０
万
円
未
満
。

◇

　
申
請
期
間
は
原
則
、
治
療
終
了
日
の
年
度
内

で
す
（
助
成
回
数
・
助
成
額
は
限
度
あ
り
）。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
山
城
南
保
健
所

　
（
4
７
２�

−�

４
３
０
０
）

　
台
所
や
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
水
ま
わ
り
で

は
、
蛇
口
の
水
漏
れ
が
起
こ
っ
た
り
、
排
水
管

が
詰
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
は
、
こ
う
し
た
緊
急
時
の
要
請
で
訪

れ
た
業
者
と
の
間
で
起
こ
っ
た
、
料
金
や
サ
ー

ビ
ス
内
容
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

〈
相
談
〉

　
洗
面
台
で
水
漏
れ
し
て
い
た
の
で
、
新
聞
の

折
り
込
み
に
あ
っ
た
業
者
の
広
告
を
見
て
電
話

し
た
。
24
時
間
対
応
の
業
者
は
す
ぐ
に
来
て
く

れ
た
が
「
洗
面
台
の
交
換
が
必
要
だ
」
と
言
わ

れ
た
。
早
く
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
了
承

し
た
が
、
思
い
も
よ
ら
な
い
高
額
な
請
求
を
受

け
た
。（
50
代
女
性
）

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　
水
ま
わ
り
の
ト
ラ
ブ
ル
は
突
然
起
こ
る
こ
と

が
多
く
、
日
常
生
活
に
差
し
支
え
る
の
で
慌
て

て
し
ま
い
ま
す
ね
。
し
か
し
、
工
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
で
は
本
当
に
必
要
な
工
事
だ
っ
た
の
か

ど
う
か
の
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
契

約
書
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
相
談
を
受
け
た

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
業
者
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
代
金
を
値
引
き
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
相
談
者
も
了
承
し
ま
し
た
。

　
最
近
、
依
頼
さ

れ
た
修
理
以
外
の

工
事
を
勧
め
て
高

額
な
契
約
を
結
ば

せ
て
い
た
業
者
が

逮
捕
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
業
者
は
、
複
数
の
屋
号
を
使
い
分
け

て
営
業
し
、
消
費
者
に
対
し
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
説
明
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
次
の
よ

う
な
点
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
慌
て
ず
に
止
水
栓
・
元
栓
を
閉
め
る
。

・�

業
者
が
町
の
指
定
業
者
か
ど
う
か
確
認
す
る

【
注
】。

・�

業
者
に
連
絡
の
際
は
、
見
に
来
て
も
ら
う
だ

け
で
も
費
用
が
か
か
る
の
か
確
認
す
る
。

・�

作
業
前
に
内
容
や
料
金
を
確
認
し
、
見
積
も

り
を
も
ら
う
。

・�

依
頼
内
容
と
異
な
る
工
事
を
勧
め
ら
れ
た

ら
、
す
ぐ
に
決
め
な
い
で
検
討
す
る
。

◇

　
困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
相
楽
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽

会
館
１
階
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間

は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
で
す
。

　

土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
に
は
、

京
都
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
が
電
話
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
4
０
７
５

−

２
５
７

−

９
０
０
２
）。
受
付
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後

４
時
で
す
。

【
注
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
指
定
業
者
の
リ
ス
ト
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
上
下
水
道
事
務
所

（
4
９
４

−

２
０
４
９
）
へ
。

○
問
い
合
わ
せ

　
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
4
７
２

−

９
９
５
５
）

“
水
に
流
せ
な
い
”
高
額
請
求

　
来
年
度
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
希

望
す
る
方
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
【
注
】。
利

用
申
込
書
は
１
月
６
日
㈪
か
ら
、
町
役
場
・
子

育
て
支
援
課
（
２
階
）
と
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
継
続
利
用

の
方
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
実
施
日
時
（
開
所
日
時
）

　
◆
月
～
金
曜
日

　
　
児
童
の
下
校
時
～
午
後
６
時

　
◆
土
曜
日

　
　
午
前
８
時
～
午
後
６
時　

　
◆�

春
・
夏
・
冬
休
み
、
そ
の
ほ
か
の
学
校
休

業
日
（
学
校
の
振
替
休
日
な
ど
）

　
　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

　
◆�

延
長
利
用
（
月
～
金
曜
日
）

　
　

�

午
後
６
時
～
７
時
（
別
途
月
額
２
０
０
０

円
必
要
）

▼
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
児
童

　
・�

毎
年
４
月
１
日
現
在
、
町
内
在
住
で
、
小

学
校
（
特
別
支
援
学
校
小
学
部
含
む
）
に

在
学
す
る
児
童

　
・�

共
働
き
や
そ
の
ほ
か
の
事
情
で
、
保
護
者

が
昼
間
不
在
で
あ
る
家
庭
の
児
童

▼
利
用
料

　
児
童
１
人
５
０
０
０
円
（
月
額
）

　
※
日
割
り
計
算
は
し
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
間

　
１
月
６
日
㈪
～
24
日
㈮

　

�

受
付
時
間
／
平
日
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後

１
時
～
４
時
30
分

▼
申
込
方
法

　

�

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
書
・
在
職

証
明
書
・
そ
の
ほ
か
利
用
申
し
込
み
に
必
要

な
書
類
（
町
が
指
定
す
る
書
類
）」
を
直
接
、

左
記
の
と
こ
ろ
へ
（
郵
送
も
可
）。

　
※�

ひ
か
り
だ
い
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
民
設
民

営
）
は
直
接
、
同
児
童
ク
ラ
ブ
（
4
９
５

−

３
８
２
０
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
注
】
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
低
学
年

を
優
先
し
ま
す
。
面
接
な
ど
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

〒
６
１
９

−

０
２
８
５
（
個
別
番
号
・
住
所

記
入
不
要
）
精
華
町
役
場
子
育
て
支
援
課
児

童
育
成
係

　
（
4
９
５

−

１
９
１
７
）

児童クラブ名 定員
精北第１放課後児童クラブ（精北小学校内） 60人
精北第２放課後児童クラブ（精北小学校内） 40人
川西放課後児童クラブ（川西小学校内） 70人
山田荘第１放課後児童クラブ（山田荘小学校内） 60人
山田荘第２放課後児童クラブ（山田荘小学校内） 40人

△ 東光第１放課後児童クラブ（東光小学校内） 60人
△ 東光第２放課後児童クラブ（東光小学校内） 30人
△ 精華台第１放課後児童クラブ（精華台小学校内） 60人
△ 精華台第２放課後児童クラブ（精華台小学校内） 40人
かしのき放課後児童クラブ（かしのき苑内） 30人
△＝延長利用なし

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

来
年
度
の
利
用

１
月
６
～
24
日
受
付

　
な
お
、
ワ
ク
チ
ン
の
不
足
時
に
は
、
子
ど
も

へ
の
定
期
予
防
接
種
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者

　
�

町
に
住
民
登
録
し
、
平
成
25
年
４
月
１
日
以

降
に
麻
疹
風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
風
疹

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
19
歳
以
上
（
接
種
日
現
在
）
の
方

　
・
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性

　
・
現
在
妊
娠
中
の
女
性
の
配
偶
者

▼
申
請
方
法

　

�

医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
全
額
支
払
っ
た

後
、
町
役
場
・
健
康
推
進
課
（
２
階
）
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
次
の
も

の
が
必
要
で
す
。

　
・
助
成
金
交
付
申
請
書

　
・
請
求
書

　
・�

領
収
書
の
原
本
・
接
種
済
証
な
ど
（
ワ
ク

チ
ン
名
・
接
種
日
・
接
種
費
用
・
氏
名
・

医
療
機
関
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

　
・
印
鑑

　
・
通
帳
な
ど
、
振
込
先
の
分
か
る
も
の

　
・�

母
子
健
康
手
帳
の
写
し
（
妊
娠
中
の
女
性

の
配
偶
者
の
み
）

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
５
）
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　最近、日本の学校は英語の教育に力を入れているようで
す。かつて中学校・高校のみの必修だった英語は、小学校
もしくはその前から勉強されています。英語は、何億人も
話す言葉で、確かに生徒にそれを学習させることには価値
があると思います。しかし、米国人の私にとっては、多数
の生徒が同じ外国語を勉強することに驚きました。
　米国では、学校で外国語の選択肢があることは珍しくあ
りません。最も人気のスペイン語だけを扱う学校もありま
すが、フランス語・ドイツ語・ラテン語が選べる学校も少
なくありません。中国の世界における影響力が強まるとと
もに、中国語の学校も多くなってきています。私は運良
く、学校での扱いが少ない２つの外国語を勉強できまし
た。中学校はイタリア語、高校は日本語です。スペイン語
は確かに最も実用的な外国語ですが、イタリア語や日本語
の勉強もとても楽しかったです。この経験がなかったら、
現在は日本にきておらず、別の仕事をしていたかもしれま
せん。
　もちろん、日本の学校が英語教育に一層力を入れている
ことはうれしく思います。英語が話せる日本人が増えたら
いいと思います。しかし、私にとって外国語を勉強する楽
しみとは、仕事に生かすことではなく、母国語とは違う言
葉を勉強して話してみること自体だと思っています。

Lately, Japanese schools have been putting more 
and more effort into English education. Many 
students, who are already required to take English 
in middle and high school, are now starting their 
English studies in elementary school (and often 
before!). As English is spoken by hundreds of 
millions of people, it certainly makes sense to have 
children study it. However, coming from America, I 
am not used to seeing the vast majority of students 
study only one language.

In America, it is quite common to have a variety 
of languages to choose from in school. While 
some schools only offer Spanish, the most popular 
language, other common choices include French, 
German, and Latin. As China's influence in the 
world continues to rise, Mandarin Chinese is also 
increasingly being offered. I am very fortunate in 
that I had the opportunity to take two more unusual 
languages: Italian in middle school and Japanese 
in high school. While Spanish would have certainly 
been the most practical option, I had a great 
amount of fun with the other languages. Also, had I 
not taken Japanese in high school, who knows if I'd 
be here right now?

None of this is to say that I don't think it's 
great that Japanese schools are getting serious 
about English education. I certainly hope that more 
Japanese people become fluent in English. For me, 
however, the greatest joy in studying a foreign 
language is not the practical applications, but the 
fun of studying and speaking a tongue different from 
one's own.

Learn, Speak, Love 習って、話す楽しみ

ペルコビッツ・スティーブン
米国ロードアイランド州出身の23歳。平
成24年７月から精華町第10代国際交流員
（CIR）として勤務。主な仕事は英語版広報
紙「いちご」の製作をはじめとした外国人住
民の生活支援や学校などでの国際交流活
動。趣味は、音楽鑑賞・料理・ジョギング。「日本語に磨き
をかけるよう、日々頑張ります！」

英語が公用語になっている国 23カ国語話せたウェブスター氏 外国語の勉強、楽しい！

活動の
ひろば

チ
ア
人
気
か
ら
チ
ー
ム
誕
生

　
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
人
気
の
高
ま
り
か
ら
９
年

前
、
チ
ー
ム
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
は
幼
児

か
ら
中
学
生
ま
で
の
20
人
。
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー

で
毎
週
土
曜
日
の
朝
９
時
か
ら
、
練
習
し
て
い

ま
す
。
社
会
人
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
が

コ
ー
チ
と
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

バ
ッ
ク
転
の
練
習
も

　
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
ダ
ン
ス
や
器
械
体

操
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
で
構
成
さ
れ
た
演

技
で
す
。
元
気
さ
や
楽
し
さ
や
美
し
さ
を
表

と
ど
け
☆
わ
た
し
た
ち
の
元
気

町
内
で
活
躍
す
る
団
体
・
個
人
に
お
話
を
伺

い
、
そ
の
活
動
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー

ナ
ー
。
今
回
は
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

「VIPERS KID
S

」
の
近
久
敬
子
コ
ー
チ
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

チアリーディング
VIPERS KIDS 42

現
し
ま
す
。
踊
り
の
ほ
か
、
マ
ッ
ト
を
使
っ
た

バ
ッ
ク
転
の
練
習
な
ど
も
し
ま
す
。
曲
は
、
ア

ニ
メ
や
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
系
な
ど
、
親
し
み
の
あ
る

も
の
が
中
心
。
コ
ー
チ
が
曲
を
作
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

難
し
い
こ
と
も
楽
し
み
な
が
ら

　
競
技
に
は
、
専
門
用
語
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
特
に
、
英
語
の
意
味
を
理
解
す
る
の
が
難

し
い
た
め
に
、
ポ
ー
ズ
一
つ
を
完
成
さ
せ
る
の

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
小
さ
い
子
ど
も
に
も
集
中
し
て
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
る
な
ど

楽
し
ん
で
練
習
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
子
ど
も
た
ち

が
集
う
こ
と
で
、
年
齢
の
大
き
い
子
が
小
さ
い

子
を
見
守
る
役
割
を
し
た
り
、
学
校
を
越
え
た

交
流
が
生
ま
れ
た
り
な
ど
の
精
神
的
な
成
長
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

〈
メ
ン
バ
ー
の
声
〉

「
練
習
は
厳
し
い
と
き
も
あ
る
け
れ
ど
、
ダ
ン

ス
や
持
ち
上
げ
が
う
ま
く
で
き
た
と
き
は
う
れ

し
い
」〔
改
野
萌も

愛え

さ
ん
（
キ
ャ
プ
テ
ン
・
小

学
校
６
年
）〕

「
バ
ッ
ク
転
が
で
き
た
と
き
の
喜
び
が
大
き

い
」（
有
働
南
さ
ん
／
中
学
校
２
年
）。

イ
ベ
ン
ト
や
大
会
に
も
挑
戦
！

　

毎
年
、
せ
い
か
祭
り
や
文
化
協
会
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
近
隣
地
域
の
祭
り
、

ま
た
全
国
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
が
集

う
西
日
本
大
会
、
子
ど
も
大
会
な
ど
に
出
演
し

て
い
ま
す
。
来
年
は
チ
ー
ム
結
成
10
周
年
。
記

念
発
表
会
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

〔
同
チ
ー
ム
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
精

華
町
文
化
協
会
（
生
涯
学
習
課
内
・
4
９
５

－

１
９
０
７
）
へ
〕

Every Day is an Adventure

第10代国際交流員コラム
17

毎日が冒険毎日が冒険

団旗を掲げ、元気いっぱいにダンススタート

絶えない笑顔で観客のハートをキャッチ

みんなと動きを合わせて バック転のコツをコーチがアドバイス
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365
プロジェクト

66
目・鼻・口から感染
　インフルエンザの感染経路は２つあります。１つは飛

ひ

沫
まつ

感染。感染者のせき・くしゃみなどに含まれるウイルス
が、鼻や口から侵入して感染するものです。もう１つは接
触感染。ドアノブや手すりなどに触れることで手に付着し
たウイルスが、口や目などの粘膜から侵入して感染しま
す。

まずは、うがい ･手洗い
　インフルエンザに感染しないためには、感染経路を断つ
ことが大切です。
・外から帰ってきたら、うがい・手洗いをする。
・なるべく人ごみを避ける。
・加湿器などで湿度を50％以上に保つ。
・普段から健康管理をする。
　※�バランスのよい食生活、適度な運動、十分な睡眠を心
がけ、ウイルスに対する抵抗力を高めましょう。

　このほか、予防接種も重要です。発症する可能性を減ら
し、発症しても重症化を防ぐ効果があります。流行するウ
イルスの型は変わるので、毎年接種することが望まれます。

人にうつさないように
　せき・くしゃみなど風邪の症状があるときは、マスクを
着け、人にうつさないようにしましょう。インフルエンザ
と診断された場合は、次のことに注意しましょう。
・１時間に１回程度、短時間でも部屋を換気する。
・�家族が患者と接するときはマスクを着け、看病の後はこ
まめに手を洗う。
・�熱が下がって症状が治まっても、うつす可能性があるの
で、２日間ほどは自宅療養する。

病院に行く目安
　急に38度以上の熱が出て、せきや全身の倦怠感、のど
の痛みもある場合は、インフルエンザに感染している可能
性があります。
　このような場合は早めに医療機関を受診しましょう。呼
吸困難、顔色が悪い、嘔

おう

吐
と

や下痢が続いているなどの症状
の場合は、すぐに受診してください。

○問い合わせ
　健康推進課�保健予防係（4�95−1905）

○問い合わせ　せいか365事務局（健康推進課・福祉課・国保医療課・生涯学習課・企画調整課）〔4�95−1905（健康推進課内）〕

▶材料（２人分）
　�鶏もも肉140㌘、玉ネギ80㌘、ニンジン80㌘、ジャ
ガイモ80㌘、牛乳200㌘、カレールー 20㌘、ピザ用
チーズ50㌘、バター 14㌘、ご飯200㌘、塩・コショ
ウ少々
▶作り方
　①�鶏もも肉を２㌢角に切り、塩・コショウを振る。
　②カレールーを刻む。
　③玉ネギ、ジャガイモを１㌢角に切る。
　④ニンジンは５㍉幅の半月切りにする。

　⑤�鍋に半分量のバターを熱して、①を強火で焼き、表
面が白っぽくなったら取り出す。

　⑥�⑤にバター少量を加えて、③④を中火で炒める。
　⑦�⑥に取り出した鶏もも肉を戻し、牛乳を加えて約５
分煮る。

　⑧�⑦にカレールーを加えひと煮立ちさせ、塩・コショ
ウで味を調える。

　⑨�グラタン皿にバターを塗ってご飯を敷き、その上に
⑧を流し入れピザ用チーズを散らす。

　⑩�⑨を230度のオーブンで焼き色が付くまで、約
10～ 15分焼く。

▶一人分の栄養価
　�エネルギー631キロカロリー・たんぱく質25.4㌘・脂質27.4㌘・
カルシウム474ミリグラム・食物繊維3.3㌘・塩分1.4㌘

カレードリア

210

今回は、精華町食生活改
善推進員協議会「あすなろ
会」の松井洋子さん（植田地
区）が紹介する「カレードリ
ア」です。

Part.177 冬の大敵、インフルエンザ
12 ～３月に流行するインフルエンザ。感染力は非常に強く、日本では毎年約1000万人、約10人に１人が感
染しています。インフルエンザについて正しく理解し、身を守りましょう。

いちご体操で心も体もリフレッシュ！

食べたら歯みがき

朝、昼、晩

毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日

　新年初めての「せいか365」は、健康増進計画マスコットのいちごファミリーと広報キャラクター京町セイカのコラボ
による「いちご体操」のご紹介です。精華町健康増進計画の「健康づくりプロジェクト」として、住民との協働から生まれ
たこの体操。ぜひ皆さんも、楽しく元気な健康づくりに役立ててください。

あけまし
て

おめでと
うござい

ます！
京
町
セ
イ
カ
で
す
！

今
日
は
「
せ
い
か
３
６
５
運
動
」

に
お
邪
魔
し
て
い
ま
す
。

役
場
で
朝
か
ら

大
勢
の
人
が
！

何
し
て
る
の
？

はっ！
はっ！

僕
は
い
ち
ご
の
妖
精
！

い
ち
ご
体
操
は
み
ん
な
で

考
え
た
大
人
も
子
ど
も
も

簡
単
に
で
き
る
体
操
だ
よ
。

肩
こ
り
に
効
く
し
足
腰
の

強
化
に
も
良
い
ん
だ
。

よ
ろ
し
く

ボ
ン
ッ
！

い
ち
ご
く
ん

い
ち
ご
ち
ゃ
ん
に

案
内
し
て
も
ら
い
ま
す
ね
。

まかせて
ー

「
い
ち
ご
体
操
」
だ
よえ

っ
！

そ
の
声
は

誰
？

毎
月
19
日
の
食
育
の
日
に

合
わ
せ
て
職
員
み
ん
な
で

体
を
動
か
し
て
る
ん
だ
。

み
ん
な
も
や
っ
て
み
て
！

今
年
も

　よ
ろ
し
く
ね
ぇ
！

楽
し
そ
ー

3

1

5

4

2

6
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1000人
大 熱 戦

　
第
31
回
精
華
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
３
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
種
目
は
、
野
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ

ニ
ス
な
ど
13
競
技
。
約
１
０
０
０
人
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
各
種
目
の
優
勝
チ
ー
ム
・

選
手
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
少
年
野
球

　

�

学
童
Ａ
の
部
／
精
華
ア
ト
ム
ズ
、
学
童
Ｂ
の

部
／
精
華
ア
ト
ム
ズ
、
学
童
Ｃ
の
部
／
精
華

ア
ト
ム
ズ

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

�

ト
リ
ム
の
部
／
ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｓ　

虎
、
女
子
の
部
／
精
北
ミ
ラ
ク
ル

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
桜
が
丘
四
丁
目
チ
ー
ム

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

�

男
子
中
上
級
／
中
川
駿
佑
・
一
色
沢
朗
、
女

子
中
上
級
／
山
口
美
奈
子
・
山
口
綾
子
、
女

子
初
級
／
一
色
歩
虹
・
田
中
ひ
な
の

▼
テ
ニ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
）

　

�

男
子
中
上
級
／
大
久
保
信
生
・
藤
木
正
敏

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

�

団
体
／
馬
渕
球
遊
会
Ｇ
Ｇ
Ｃ
、
個
人
男
子
／

島
田
良
和
、
個
人
女
子
／
貫
名
美
恵
子

▼
卓
球

　

�

男
子
／
田
尻
道
隆
・
田
尻
純
身
、
女
子
／
山

　
第
６
回
精
華
マ
ラ
ソ
ン
が
11
月
３
日
（
祝
・

日
）、
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
を
発
着
と
す
る
木

津
川
堤
防
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
な
か
、
３
４
８
人
が

出
場
。
木
津
川
堤
防
や
八
幡
木
津
自
転
車
道
を

疾
走
し
、
ゴ
ー
ル
の
同
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

白
熱
レ
ー
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
３
㌔
の
部

　
◆
小
学
生
１・２
年
男
子

　
　
小
口
遥
大
（
13
分
24
秒
）

　
◆
同
女
子

　
　
岡
本
弥
椰
子
（
14
分
08
秒
）

　
◆
小
学
生
３・４
年
男
子

　
　
南
翔
瑠
（
12
分
07
秒
）

　
◆
同
女
子

　
　
杉
原
未
來
（
13
分
35
秒
）

　
◆
小
学
生
５・６
年
男
子

　
　
木
脇
輝
（
11
分
00
秒
）

　
◆
同
女
子

　
　
若
井
美
沙
希
（
11
分
36
秒
）

﨑
椰
枝
子
・
稲
村
か
ゆ
み

▼
ゴ
ル
フ

　

�

伊
藤
嘉
啓

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

�

女
子
／
精
和
Ｍ
・
Ｖ
・
Ｃ

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
ダ
ブ
ル
ス
）

　

�

女
子
中
上
級
／
間
野
禎
子
・
吉
岡
千
尋
、
女

子
初
級
／
浦
西
希
・
西
原
園
子

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

�

男
子
／
槇
島
中
学
校
、
女
子
／
精
華
西
中
学

校
▼
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
�

久
保
田
明

▼
空
手
（
形
の
部
）

　

�
幼
年
／
岡
本
星
奏
、
小
学
１
年
／
山
本
想

乃
、
小
学
２
年
／
谷
口
菜
々
香
、
小
学
３
年

／
高
橋
純
平
、
小
学
４
年
／
吉
岡
望
、
小
学

５
年
／
山
田
大
晃
、
小
学
６
年
／
西
島
裕

羅
、
中
学
生
／
小
久
保
麗
、
高
校
生
・
一
般

／
北
畑
翔
平
、
新
人
の
部
幼
年
／
岡
本
星

奏
、
新
人
の
部
小
１・
２
／
岡
本
千
年
星
、

新
人
の
部
小
３
～
５
／
三
村
紗
世
、
団
体
／

学
研
都
市
Ａ
チ
ー
ム

▼
空
手
（
組
手
の
部
）

　

�

幼
年
／
野
村
颯
太
、
小
学
１・
２
年
男
子
／

徳
永
晃
、
小
学
１・
２
年
女
子
／
太
田
尾
瞳

月
、
小
学
３・
４
年
男
子
／
丸
野
拓
真
、
小

学
３・４
年
女
子
／
吉
岡
望
、
小
学
５・６
年

男
子
／
三
村
括
登
、
小
学
５・
６
年
女
子
／

樫
内
あ
か
り
、
中
学
生
男
子
／
草
場
大
雅
、

中
学
生
女
子
／
伊
野
ノ
ア
、
高
校
生
・
一
般

男
子
／
民
野
誠
也
、
新
人
の
部
幼
年
／
岡
本

星
奏
、
新
人
の
部
小
１
～
２
／
北
岡
陸
、
新

人
の
部
小
３
～
５
／
北
岡
陽
太
、
団
体
／
隆

明
館
Ａ
チ
ー
ム

総合
スポーツフェス

　
◆
中
学
生
以
上
男
子

　
　
村
吉
宜
輝
（
10
分
01
秒
）

　
◆
同
女
子

　
　
田
中
弥
生
（
11
分
59
秒
）

▼
５
㌔
の
部

　
◆
中
学
生
以
上
40
歳
未
満
男
子

　
　
池
田
浩
久
（
16
分
07
秒
）

　
◆
同
女
子

　
　
鷹
觜
圭
代
（
19
分
57
秒
）

　
◆
40
歳
以
上
60
歳
未
満
男
子

　
　
大
石
融
（
18
分
48
秒
）

　
◆
同
女
子

　
　
原
田
啓
子
（
22
分
49
秒
）

　
◆
60
歳
以
上
男
子

　
　
片
山
光
紀
（
23
分
29
秒
）

　
◆
同
女
子

　
　
尾
崎
冨
美
子
（
33
分
34
秒
）

▼
10
㌔
の
部

　
◆
中
学
生
以
上
40
歳
未
満
男
子

　
　
中
江
誠
（
35
分
16
秒
）

　
◆
同
女
子

　
　
逢
坂
恵
（
54
分
06
秒
）

　
◆
40
歳
以
上
60
歳
未
満
男
子

　
　
上
野
雄
一
郎
（
37
分
53
秒
）

　
◆
同
女
子

　
　
梶
田
美
由
紀
（
48
分
17
秒
）

　
◆
60
歳
以
上
男
子

　
　
山
下
善
彦
（
44
分
43
秒
）

　
◆
同
女
子

　
　
吉
田
理
江
（
52
分
35
秒
）

○
問
い
合
わ
せ

　

�

精
華
町
体
育
協
会
事
務
局
（
む
く
の
き
セ
ン

タ
ー
内
）

　
（
4
９
８

－

０
２
０
０
）

雨はねのけ
白熱の疾走
精華マラソン

広報

しょうぼう
広報

しょうぼう

SEIKA Fire Fighting News

精
華
町
に
は
、
貴
重
な
文
化
財
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
ち
の
歴

史
や
文
化
の
源
流
を
知
り
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
す
。
大
切
な
文
化
財
を
、
私

た
ち
の
手
で
災
害
か
ら
守
り
、
末
永
く
後
世
へ
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
歴
史
と
文
化
の
遺
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に

新
春
恒
例
消
防
出
初
式

１月26日は
文化財防火デー

Ｖｏｌ.244

文
化
財
防
火
デ
ー
は
昭
和
24
年
１
月
26
日
、
現

存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆

寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁

画
が
焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
昭
和
30
年

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
切
な
文
化
財
を
後
世
に

　
京
都
や
奈
良
は
古
く
か
ら
多
く
の
文
化
財
が

点
在
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
も
、
有
形
無
形
を
合
わ
せ
て
14
の
文

化
財
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
住

民
を
は
じ
め
国
民
全
体
の
共
通
の
財
産
で
あ

り
、
後
世
に
伝
え
る
べ
き
大
切
な
歴
史
的
資
料

で
も
あ
り
ま
す
。
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
大

切
に
保
存
す
る
こ
と
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た

ち
の
責
任
で
す
。

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に

　
町
内
の
神
社
や
寺
院
の
多
く
は
通
常
、
無
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
、
文
化
財

防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
地
域
で
の
火
災
予
防

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
や
文
化
財
の
関
係
者
が
力
を
合
わ

せ
て
、
火
災
の
通
報
や
大
切
な
器
物
な
ど
を
安

全
に
搬
出
す
る
方
法
な
ど
を
、
日
ご
ろ
か
ら
確

認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
万
一
に
備
え

て
、
消
火
器
の
使
用
方
法
な
ど
も
み
ん
な
で
確

文化財での消防訓練〔若王寺（僧坊地区）・平成24年１月〕

寺院関係者による初期消火訓練

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
文
化
財
愛
護
に
関
心
を
持
ち
、
大
切

な
文
化
財
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
消
防
本
部
・
消
防
団
で
は
１
月
25
日
㈯
、
午

前
10
時
30
分
か
ら
春
日
神
社
（
菱
田
地
区
）
で

消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。
神
社
関
係
者
や
消
防

団
と
と
も
に
通
報
訓
練
や
搬
出
訓
練
、
消
火
訓

練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
精
華
町
消
防
署

　
（
4
９
４

－

５
１
１
９
）

　
新
春
の
恒
例
行
事
、
消
防
出
初
式
を
１
月

12
日
㈰
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
東
光
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
挙
行
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
消
防
職
員
・
団
員
に
よ
る
規
律

厳
正
な
分
列
行
進
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
式
典

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
消
防
活
動
の
功
績
を
高

く
評
価
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
式
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
消
防
職
員
に
よ
る
消
防
訓
練

や
消
防
団
員
の
一
年
の
無
火
災
を
願
っ
て
の

一
斉
放
水
訓
練
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
、
豚
汁
の
炊
き

出
し
訓
練
も
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。
勇
壮

な
訓
練
の
様
子
を
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

雨
天
時
は
同
小
学
校
体
育
館
で
式
典
の
み
行

い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
精
華
町
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係

　
（
4
９
４

－

５
１
１
９
）

消防出初式



ひとりで悩まないで……　子ども虐待に気づいたら……

児童相談所全国共通ダイヤル
0570－064－000

毎月19日「きょうと育児の日」は、
家庭・職場・地域が一体となって子育
て支援を推進する日です。

育児相談…………………………………………
　子育てや子どもの発育などの相談に応じています。
▶来所相談
　◆場　所　子育て支援センター
　※�事前に電話で同センターにお申し込みください。
▶電話相談
　◆日　時　月～金曜日�午前10時～午後４時
　◆場　所　町内各保育所・子育て支援センター
　※下記の保育所では土曜日も相談を受けています。
　　・ほうその保育所：午前８時30分～正午
　　・いけたに保育所：午前８時30分～正午
　　・こまだ保育所：午前８時30分～正午
　　・ひかりだい保育所：午前９時～ 11時30分
　　・せいかだい保育所：午前８時30分～午後４時

パパママ講座「パパクッキング講座」……………
　愛情いっぱいの手料理はみんなを幸せにします。お父さ
んの手料理で、家族を笑顔にしましょう。お父さん１人の
参加も大歓迎です。
▶日　　時　２月22日（土）�午前10時～ 11時30分
▶場　　所　むくのきセンター�調理室（３階）
▶対 象 者　�町内在住で在宅の満１歳（平成26年２月１日

現在）以上の子どもの父親
▶定　　員　15人（定員を超えた場合は抽選）
　　　　　　※当選者にのみ連絡します。
▶講　　師　�野口�孝則（帝塚山大学現代生活学部食物栄養

学科准教授・管理栄養士）
▶料　　金　�500円（当日徴収）
▶申込期間　１月20日（月）～ 24日（金）
▶申込方法　�パソコンで町ホームページか

ら「パパクッキング講座」を検
索、またはスマートフォン・
携帯電話で、右の二次元コー
ドから。

▶そのほか　�託児があります。母親が参加の場合は託児室
で待機できます。調理終了後、親子で一緒に
試食をします（１人分）。

食育講座「おやつ・食事編」… …………………
　野菜たっぷりのバランスの取れた食事と、おいしくて簡
単に作れるおやつを作ってみませんか＝写真。
▶日　　時　２月27日（木）�午前10時～ 11時30分
▶場　　所　むくのきセンター�調理室（３階）
▶対 象 者　�町内在住で在宅の満１歳（平成26年２月１日

現在）以上の子どもの保護者
▶定　　員　15人（定員を超えた場合は抽選）
　　　　　　※当選者にのみ連絡します。
▶講　　師　�町立保育所�管理栄養士
▶料　　金　300円（当日徴収）

▶申込期間　１月27日（月）～ 29日（水）
　　　　　　受付時間：午後１時～５時
▶申込方法　�電話で子育て支援センターへ。
　　　　　　※�子どもの食物アレルギーの有無をお伝えく

ださい。

離乳食の話………………………………………
　すくすくプレールーム「よちよちひろば」で離乳食の話を
します。初めて離乳食をスタートするお母さん、離乳食を
始めたばかりでちょっと聞きたいことが出てきたお母さ
ん、気軽にお越しください。実際の離乳食サンプルを見
て、硬さや大きさを確かめながら、話を聞くことができま
す。なお、申し込みは不要です。
▶日　　時　１月27日 ( 月 )�午前10時30分～ 11時
▶場　　所　子育て支援センター

保育所園庭開放…………………………………
　町内各保育所では園庭を開放しています。砂場や大型遊
具など子どもたちの大好きな遊具がいっぱいです。元気
いっぱい遊びましょう。詳しくは各保育所にお問い合わせ
ください。
▶げんきっこひろば
　◆日　時　毎週水曜日�午前10時～ 11時30分
　　　　　　（４月・８月は休み）
　◆場　所　�ほうその保育所・こまだ保育所・いけたに保

育所
▶きらきらひろば
　◆日　時　毎週水曜日�午前10時～ 11時
　　　　　　（４月は休み・行事により変更の場合あり）
　◆場　所　ひかりだい保育所　
▶チャイルドひろば
　◆日　時　毎週木曜日�午前10時30分～ 11時30分
　　　　　　（要申し込み・時間変更の場合あり）
　◆場　所　せいかだい保育所

す
子子育育てて

すくくすすくく

掲 示 板掲 示 板

○問い合わせ　子育て支援センター（こまだ保育所内）（4�98−4001）

今月の子育て支援センター

町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは35ページに掲載しています。町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは35ページに掲載しています。 JanuaryJanuary 2425

月 火 水 木 金 土
６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日

すくすくプレールーム
開放日

（午前10時～正午）
子育て支援センター

赤ちゃんサロンA
（午前10時～11時30分）
保健センター

発達応援プレールーム
「あいあいひろば」
（午前10時～ 11時30分）
保健センター

マタニティーサロン
（午前10時～11時30分）
保健センター

13日 14日 15日 16日 17日 18日

成人の日
すくすくプレールーム

開放日
（午前10時～正午）
子育て支援センター 赤ちゃんサロンＢ

（午前10時～ 11時30分）
保健センター

お誕生日のつどい
（要申し込み）

（午前10時～11時30分）
子育て支援センター

にこにこ相談
（要申し込み）

（午前９時45分～ 11時15分）
いけたに保育所

20日 21日 22日 23日 24日 25日

すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
（午前10時～正午）
子育て支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば」
（午前10時～正午）
子育て支援センター

子育て応援講座
「孫育て講座」
（申し込み終了）
（午前10時～ 11時30分）
精華町交流ホール

子育てふれあい教室
（音楽リズム）
（申し込み終了）
（午前10時15分～ 11時30分）
精華町交流ホール

27日 28日 29日 30日 31日 ２月１日
すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
＆「離乳食の話」
（午前10時～正午）
子育て支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば」
＆「絵本のひろば」
（午前10時～正午）
子育て支援センター

親子のつどい
（申し込み終了）
（午前10時～11時30分）
子育て支援センター

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日

すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
（午前10時～正午）
子育て支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば」
（午前10時～正午）
子育て支援センター 赤ちゃんサロンA

（午前10時～11時30分）
保健センター

子育てふれあい教室
（わらべうた）
（要申し込み）

（午前10時15分～ 11時30分）
子育て支援センター

マタニティーサロン
（午前10時～11時30分）
保健センター

子育てふれあい教室
（音楽リズム）
（申し込み終了）
（午前10時15分～ 11時30分）
むくのきセンター

〈対　象　者〉�よちよちひろば：おおむね１歳６カ月まで
　　　　　　とっとこひろば：おおむね１歳６カ月以上
　　　　　　赤ちゃんサロンＡ：２～７カ月児
　　　　　　赤ちゃんサロンＢ：８～ 12カ月児

〈会場の所在地〉むくのきセンター：精華町下狛神ノ木８番地
　　　　　　　保 健 セ ン タ ー：精華町北稲八間井手ノ元27番地１
　　　　　　　精華町交流ホール：町役場２階
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精華南中学校

６

　
本
年
度
４
月
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
に
つ
い
て
、

先
月
号
に
引
き
続
き
、
精
華
町
で
の
結
果
を
公

表
し
ま
す
。
今
回
は
中
学
校
編
で
す
。

　
同
テ
ス
ト
は
全
国
の
児
童
生
徒
の
学
力
や
学

習
状
況
を
把
握
・
分
析
す
る
も
の
で
す
。
対
象

は
、
国
・
公
・
私
立
学
校
の
小
学
校
６
年
生
・

中
学
校
３
年
生
の
全
児
童
生
徒
。
国
語
・
算
数

（
数
学
）
の
両
教
科
の
ほ
か
、
学
習
の
意
欲
・

方
法
・
環
境
、
生
活
に
関
す
る
調
査
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
教
科
は
共
に
、
次
の
よ
う
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

▼
Ａ
問
題

　
�

身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後
の
学
習
に
影

響
を
及
ぼ
す
内
容
や
、
実
生
活
で
不
可
欠
で

あ
る
知
識
・
技
能
な
ど

　

�

中
学
校
の
例
／
国
語
は
「
漢
字
の
読
み
書

き
」「
語
句
の
意
味
理
解
や
適
切
な
使
い

方
」「
文
法
全
般
」
な
ど
、
数
学
は
「
四
則

計
算
」「
方
程
式
を
解
く
こ
と
」「
空
間
図
形

の
読
み
取
り
」「
具
体
的
な
事
象
を
文
字
を

用
い
た
式
で
表
す
こ
と
」
な
ど

▼
Ｂ
問
題

　

�

知
識
・
技
能
な
ど
を
生
活
の
な
か
で
活
用
す

る
力
や
、
課
題
解
決
の
た
め
の
構
想
を
立
て

実
践
し
評
価
・
改
善
す
る
力
な
ど

　

�

中
学
校
の
例
／
国
語
は
「
課
題
を
決
め
、
そ

れ
に
応
じ
た
情
報
の
収
集
方
法
を
考
え
る
こ

と
」「
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
、
根
拠
を
明

確
に
し
て
自
分
の
考
え
（
評
論
）
を
書
く
こ

と
」「
図
や
情
報
と
文
章
の
関
係
を
捉
え
た

り
、
関
連
さ
せ
た
り
し
て
読
む
こ
と
」
な

ど
、
数
学
は
、「
表
や
グ
ラ
フ
、
式
な
ど
に

よ
り
与
え
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
な
か

か
ら
、
必
要
な
情
報
を
適
切
に
選
択
し
、
そ

の
特
徴
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
」「
図
形
の

合
同
な
ど
、
条
件
を
整
理
し
た
り
、
着
目
す

べ
き
性
質
を
見
い
だ
し
た
り
し
て
、
そ
の
理

由
を
証
明
す
る
こ
と
」
な
ど

調
査
結
果
の
概
要

　

今
回
同
テ
ス
ト
を
受
け
た
中
学
３
年
生
は

４
２
８
人
（
９
人
欠
席
）。
前
回
（
平
成
21

年
）
の
調
査
に
引
き
続
き
、
国
語
・
数
学
共

に
、
全
国
の
平
均
正
答
率
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
国
語
の
Ｂ
問
題
の
う
ち
「
間
違
え

や
す
い
漢
字
を
学
習
す
る
際
の
注
意
点
や
コ
ツ

を
、
漢
字
の
特
徴
を
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
」

と
い
う
問
題
で
は
、
全
国
平
均
を
若
干
下
回
り

ま
し
た
。
数
学
で
は
、
Ａ
問
題
の
「
関
数
の
意

味
理
解
の
問
題
」、
Ｂ
問
題
の
「
資
料
の
傾
向

を
的
確
に
捉
え
、
事
柄
の
特
徴
を
数
学
的
に
説

明
す
る
問
題
」
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

◇

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
分
野
の
全
国
平

均
と
の
比
較
を
示
し
た
グ
ラ
フ
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。�

○
問
い
合
わ
せ

　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
（
4
９
５

－

１
９
０
６
）

全体的に好結果課題残すも
　　全体は好結果

学
テ
結
果
公
表 －

中－

中
学
校
編

普段の学習活動

　授業では、まず自分で考え、そ
の後クラスで考えを出し合いま
す＝上下写真。それによって自分
の考えを修正したりし、より良い
ものへと発展させていきます。
　こうして基礎的な力から思考
力、判断力、表現力などをはぐく
んでいきます。

　町内の小中学校が進めるキャリ
ア教育の取り組みを発表するキャ
リア教育推進フォーラム＝上写
真。生徒たちは、ここで自分たち
の職場体験について報告します。
学習したことの集大成を発表する
場の一つです。
　コーディネーターからも「年々
プレゼンテーションの質が上がっ
ている」との声が挙がっています。

　精華南中学校の教育目標は「確かな学力、豊かな人間
性、健康や体力などの『生きる力』をそなえた生徒の育
成」。今回は、同目標の実現のために策定している学校経
営方針を紹介します。 

教科学習
　今年は、ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業
改善に関する研究に取り組んでいます。

道徳
　豊かな人間性をはぐくむため、道徳教育に力を入れて取
り組んでいます。

生徒会活動
　いじめ追放を目指した「オレンジリボンキャンペーン」の
取り組み＝下写真＝は、今年で６年目を迎えました。

部活動
　全校生徒が参加する部活動。体育系は野球、サッカー、

○問い合わせ　精華南中学校（4 72−5222）・精華町役場 学校教育課 学校教育係（4�95−1906）

地域に信頼される学校を
陸上、テニス、バドミントン女子、バスケットボール女
子、文化系は吹奏楽、美術、国際交流があります。

総合的な学習の時間
　一教科の枠にとらわれず生徒が自発的に生きる力を高め
るための「総合的な学習の時間」。進路や人権などの課題に
ついて探究しています。
▶１年生
　 海洋学習・学研企業訪問・人権学習・小中交流会　ほか
▶２年生
　 職場体験学習・京都市内での班別学習（大学訪問など）・

人権学習・高校教諭の講話・小中交流会
▶３年生
　 修学旅行・自身の将来設計をする学習・人権学習・高校

教諭の講話・小中交流会
▶全校
　働く人の講話

学校行事
　生徒の自主的な活動で催す行事もあります。
▶１年生
　海洋学習＝右上写真　ほか
▶２年生
　飯

はん

盒
ごう

炊
すい

爨
さん

・京都班別学習　ほか
▶３年生
　修学旅行　ほか
▼全校
　 体育大会＝右写真・文化学習発表

会＝下写真・マラソン大会　ほか
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　広 告（掲載内容については各広告主にお問い合わせください） 広 告　

違和感がある肩や腰！
ゴリゴリってなっていませんか？
65歳以上町助成
券取扱い治療所

TEL･FAX　93-3108
祝園鍼灸院

土日・祝休み
京都府鍼灸師会会員　菊池暁子

9：00～12：30
16：00～19：30

月
○
○

火
○
／

水
／
○

木
○
／

金
○
○

　11月23日の勤労感謝
の日にちなみ同18日（月）
～ 22日（金）、町内保育
所と幼稚園の園児が町役
場を訪れました。
　園児たちは「いつも私
たちのためにお仕事を
してくれてありがとう」
と、花束と手作りのプレ
ゼントを木村町長らに贈
呈。町長が「先生やお父
さんお母さんの言葉をよ
く聞いて、毎日元気に頑
張ってください」とエー
ルを送ると、元気よく
「はい！」と答えていまし
た。

　人権週間にちなんだ
街頭啓発を12月４日
（水）、JR祝園駅前な
どで行いました。
　人権擁護委員や商工
会、社会福祉協議会、
ＪＡ京都やましろなど
の皆さんと狛田・祝
園・新祝園・山田川の
各駅前で啓発グッズを

配布。一人ひとりが相手を思いやり、人権問題に対する理
解と認識を深めようと呼びかけました。

　京田辺市・木津
川市・精華町の国
際交流員と住民と
の交流イベントが
12月７日（土）、木
津川市役所であり
ました。
　子どもたちは、
いろいろな文化で
のクリスマス時期
の過ごし方につい
て楽しく学習。そ
の後エコキャンド

ル作りに挑戦しました。
　そして、みんなでクリスマスソングを歌い、一足早めの
クリスマスを味わいました。

11月18日月曜日 ～ 20日水曜日 

うれしい感謝の贈り物
12月4日水曜日 

「人権尊重」呼びかけ

12月7日土曜日 

Xマスにも文化の違い

精華聖マリア幼稚園の園児からは花束も（20日）

木村町長と握手する、ほうその保育所の園児（22日）

星の光幼稚園からは手作りの造花
を（18日）

光が丘幼稚園の園児たちからは町長に質問も（22日）

　第２回精華町環
境シンポジウムが
11月24日（日）、
精華町交流ホール
でありました。
　会場では、町の
環境基本計画の進
行度合いを報告
後、電気自動車の

実証実験の参加者が体験談を発表。さらに、町内の小学４
～６年生が５月～８月のうちの12週間、毎日環境に関す
る日記を書いた「環境日記2013」の表彰式も行いました。

11月24日日曜日 

84日間の環境への思い

表彰された子どもたち

JR祝園駅改札前での街頭啓発

みんなでクリスマスの願い事を

　町の史跡や名所を歩いて巡る「精華町ふるさと発見の旅」
が11月23日（祝・土）と27日（水）の２回、開催されまし
た。
　シルバー人材センターの「ふるさと案内人の会」による恒
例のこの企画。一行は町役場を出発後、南稲八妻地区の集
落へ入りました。願

がんじょうじ

成寺の跡地や淀藩の大庄屋だった大
崎家の庭、蓮
台寺などを訪
問。蓮台寺の
住職からは、
陶芸家・河井
寛次郎が同寺
を訪問したと
きの様子も伝
えられまし
た。

11月23日土曜日 ・27日水曜日 

かつての街道の面影たどる

南稲八妻地区の最高峰から、まちを眺望


